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１ 決算の規模
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【歳 入】

一般会計

１，３６９億４，４８９万３千円
（対前年度比  ４７億３,２９８万５千円増）

【歳 出】

一般会計

１，３０４億６，９３４万９千円
（対前年度比 ３３億７，２６９万９千円増）

※歳入歳出総額は千円単位とし、単位未満は切り捨てています。

• 対前年度比で歳入は約４７億円、歳出では
約３４億円増加しました。

• 歳入は、国庫支出金や財産収入の減はあった
ものの、地方交付税や市税の増等により、
歳入全体として対前年度比で３．６％増加しま
した。

• 歳出は、情報システム管理、介護給付・訓練等
給付、なぐわし公園の整備に係る経費の増等
により、歳出全体として対前年度比で２．７％
増加しました。



令和６年度決算のポイント

２ 決算の収支

3

年度
歳入総額

①
歳出総額

②
形式収支

①－②＝③
翌年度へ繰り越
すべき財源 ④

実質収支
③－④＝⑤

Ｒ５ 132,211,908 127,096,650 5,115,257 121,991 4,993,266

Ｒ６ 136,944,893 130,469,349 6,475,543 276,080 6,199,462

比較 4,732,985 3,372,699 1,360,286 154,089 1,206,196

単位：千円一般会計決算収支の状況
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億円 実質収支の推移（一般会計）• 歳入総額から歳出総額を差し引き、さ
らに翌年度へ繰り越すべき財源を除い
た実質収支は、６１億９，９４６万２千円
となりました。

• 令和５年度と比較すると、実質収支は
１２億６１９万６千円の増加です。

※表中の金額は千円未満切り捨てのため、差引額が一致しない場合があります。



３ 一般会計歳入の内訳
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歳 入

令和６年度決算のポイント

市税収入の推移

億円

• 市税の増や国庫支出金の減はあったものの、
繰越金の減や市債の増などにより、自主財源
の比率が５７％から５５％となりました。

• 固定資産税をはじめ、市民税や都市計画税
の増などにより、市税収入全体では、対前
年度比で約６億円の増となりました。
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自主財源

749億円

（55%）

依存財源

620億円

（45%）

市税

593億円

（43%）

繰越金

51億円

（3%）

諸収入

38億円

（3%）

その他自主財源

67億円（5%）

国庫支出金

276億円

（20%）

市債

69億円

（5%）

県支出金

90億円

（7%）

その他依存財源

 185億円（14%）

※計数はそれぞれ四捨五入しているため、計が一致しない場合があります。



人件費

233億円

（18%）

物件費

205億円

（16%）

維持補修費

14億円

（1%）

扶助費

437億円

（34%）

補助費等

102億円

（8%）

普通建設

事業費

86億円

（7%）

災害復旧事業費

0億円

（0%）

公債費

104億円

（8%）

積立金

7億（1%）

投資及び出資金

 0億円

（0%）

貸付金

0億円（0%）

繰出金

117億円

（9%）

４ 一般会計歳出の内訳
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歳 出 （目的別） 歳 出 （性質別）

令和６年度決算のポイント

• 民生費は、全体の４割以上を占めています。対
前年度比では、約２６億円の増となりました。

• 教育費は、対前年度比で約２４億円の増となり
ました。

• 扶助費は、全体の約１/３を占めています。対
前年度比では、約２７億円の増となりました。

• 普通建設事業費は、対前年度比で約１１億円
の増となりました。

議会費

6億円

（0%）

総務費

129億円

（10%）

民生費

624億円

（48%）衛生費

134億円

（10%）

労働費

2億円（0%）

農林水産業費

8億円（1%）

商工費

11億円

（1%）

土木費

79億円（6%）

消防費

51億円

（4%）

教育費

157億円

（12%）

災害復旧費

0億円（0%）

公債費

104億円

（8%）

諸支出金

0億円（0%）

予備費

0億円（0%）

※計数は、それぞれ四捨五入しているため計が一致しない場合があるほか、
  ５千万円未満の場合は０億円と表しています。

※計数は、それぞれ四捨五入しているため計が一致しない場合があるほか、
  ５千万円未満の場合は０億円と表しています。
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５ 市債残高及び積立基金の状況
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市債残高の状況 積立基金の状況

• 積立基金残高は、前年度末より約１９億円の減
となりました。

令和６年度決算のポイント

• 市債残高は、前年度末より約３２億円の減となり
ました。

※その他 ‥ 減収補てん債及び減税補てん債
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６ 物価高騰対策
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令和６年度決算のポイント

 宅配事業者の再配達を抑制
するため、希望する市民に置
き配バッグを配布しました。

置き配バッグ無料配布 決算額： 56,012千円

物価高騰対応支援給付金事業
決算額： 4,213,234千円

 給食食材費の高騰による影
響を抑制し、給食の質と量を
確保しました。

定額減税に伴い給付の対象と
なる方や住民税非課税世帯等へ
の物価高騰重点支援給付金の給
付を行いました。

公共交通事業者乗務員確保・育成支援

路線バス事業者及びタ
クシー事業者に対して、乗
務員の確保や従業員の二
種免許取得費用を支援し
ました。

生活者支援の取組

事業者支援の取組

学校給食における給食食材費高騰対策  エネルギー価格高騰の
影響を受ける中小企業等
に対して、ＬＥＤ照明切り替
え工事に要する費用を支
援しました。

商店街街路灯のＬＥＤ化等支援

 エネルギー価格高騰
の影響を受ける商店街
に対して、ＬＥＤ照明切り
替え工事等に要する費
用を支援しました。

決算額： 3,572千円

決算額：113,142 千円

決算額： 8,063千円

ＬＥＤ照明器具導入支援 決算額： 7,450千円



７－１ 主な事業の成果【子ども・子育て、福祉・保健・医療】
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令和６年度決算のポイント

認知症予防の一助となる
高齢者の耳の聞こえを改善
する補聴器について、その
利用を促進するため、購入
費の補助制度を創設しまし
た。

※管理医療機器認定を受
けた製品の購入費用につ
いて、３万円を上限に助成

高齢者補聴器購入費補助

決算額： 10,499千円

（担当部署：福祉部 高齢者いきがい課）

 乳幼児の出生から就学前
まで切れ目のない健康診査
を行うため、新たに１か月児
健診と５歳児健診の実施を
図りました。
１か月児健康診査

医療機関に委託して行う
個別健康診査
５歳児健康診査

希望者に対する集団健康
診査

決算額： 3,581千円

（担当部署：こども未来部 母子保健課）

乳幼児健康診査の充実

• 子ども・子育て分野では、安心して子
育てができる環境づくりに向けた施策
を推進しました。

• 福祉・保健・医療分野では、住み慣れ
た地域で、一人ひとりが健康でいきい
きと安心して暮らせるまちづくりを推
進しました。

「川越市公立保育所
のあり方」の考え方に基
づき、老朽化している古
谷保育園と古谷第二保
育園の一体的な整備を
推進するための設計業
務を行いました。

（担当部署：こども未来部
こども政策課）

芳野・古谷地区公立保育所整備

決算額： 19,807千円

整備イメージ



７－２ 主な事業の成果【教育・文化・スポーツ、環境】
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令和６年度決算のポイント

川越市立中学校における
部活動の指導体制の充実
及び教職員の負担軽減を目
的として、部活動の地域連
携を推進するとともに、休日
の地域クラブへの地域移行
を段階的に進めるため、部
活動指導員の増員やモデル
事業を実施しました。

学校部活動における地域連携・地域移行
の推進

決算額：3,366千円
老朽化した環境衛

生センターの更新に
ついて、設計・施
工・維持管理及び運
営業務を一括して発
注するＤＢＯ方式に
て施設整備を実施す
るため、事業者の選
定に係る支援業務委
託を実施しました。

決算額：188,857千円

（担当部署：文化スポーツ部 文化芸術振興課、スポーツ振興課、学校教
育部 教育指導課）

（担当部署：環境部 環境施設課）

決算額： 11,238千円

（担当部署：文化スポーツ部
スポーツ振興課）

• 教育・文化・スポーツ分野では、教育
環境の改善やスポーツを通じた健康
増進に取り組む基盤整備などを推進
しました。

• 環境分野では、老朽化した施設の更
新に向けた取組などを推進しました。

 スポーツを通じた

健康増進と地域の活
性化を推進するため、
用地取得と設計業務
を行いました。

環境衛生センター施設整備

宮元町多目的グラウンド整備

整備イメージ

環境衛生センター



７－３ 主な事業の成果【都市基盤・生活基盤、地域社会・市民生活】
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令和６年度決算のポイント

避難指示等の緊急情報
について、情報伝達手段
の強化を図るため、コミュ
ニティＦＭ放送の電波を利
用して受信し、自動的に最
大音量で放送する機能を
備えた防災ラジオを導入し、
市民等へ低額で販売しま
した。

決算額： 15,530千円

地域コミュニティ活動拠点の整備

決算額：120,910千円

（担当部署：防災危機管理室）

防災ラジオの導入

（担当部署：市民部 地域づくり推進課）

• 都市基盤・生活基盤分野では、防災
機能を有する広場の整備など、駅周
辺における都市機能の向上を推進し
ました。

• 地域社会・市民生活分野では、地域
におけるコミュニティ活動を支援する
ための基盤づくりなどを推進しました。

川越駅西口の埼玉
県川越地方庁舎跡
地について、防災機
能を有する広場とし
て活用を図るため、
整備工事に着手しま
した。

仮称新宿町１丁目広場の整備

決算額：439,733千円

（担当部署：都市計画部
公園整備課）

仮称霞ケ関北市民センター
の整備イメージ

仮称霞ケ関北市民セン
ターは、令和７年度の完
成を目指し、継続費を設
定して建設工事に着手し
ました。

また、仮称芳野市民セ
ンターの整備に向け、設
計業務を実施しました。

整備イメージ



７－４ 主な事業の成果【産業・観光】
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令和６年度決算のポイント

グリーンツーリズム拠点
施設の魅力向上と観光の
広域化、滞在時間の延長
を図るため、キャンプス
ペースの整備として土地
造成工事を行いました。

また、体験、食事、宿泊
を柱として、新たな体験の
実施や来訪者への情報
発信に向けた取組を推進
しました。

グリーンツーリズム整備推進

決算額：88,992千円

（担当部署：産業観光部 農政課）

• 産業・観光分野では、住民の生活の
質の確保と観光客の受け入れを両立
するため、国の補助金を活用しオー
バーツーリズム対策を実施するととも
に、グリーンツーリズム拠点施設に
キャンプスペースを開設するため、土
地造成工事を行いました。

企業誘致

決算額：4,950千円

（担当部署：産業観光部 産業振興課）

観光客が集中する北部市
街地の一部の地域や時間
帯において、交通渋滞やマ
ナー違反等による住民の生
活への影響や、観光客の満
足度の低下への懸念が生
じていることから、駐車場の
混雑・満空状況の情報環
境整備、ごみポイ捨て防止
対策の支援、分散化促進
のための観光デジタルマッ
プの作成などの対策を講じ
ました。

決算額：43,891千円

オーバーツーリズム対策

（担当部署：産業観光部 観光課）
グリーンツーリズム拠点施設

即時的な企業立地を実現するため、市内の空き工
場や空き産業用地の調査と同物件を取扱う不動産
業者等とのネットワークの構築を実施し、本市への
企業立地需要とのマッチング体制を強化しました。



（参考）ふるさと納税の状況
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令和６年度決算のポイント

令和６年度は、楽器寄附ふるさと納税を含
め、２４，６２８件、６億８６４万円のご寄附をい
ただきました。

また、（仮称）新宿町１丁目広場整備事業に
おける寄附植樹事業について、ふるさと納税
の枠組みを活用したクラウドファンディングを
実施しました。

6億864万円

（24,628件）

6億4,108万円

（27,955件）

4億5,008万円

（19,422件）

2億3,695万円

（9,338件）

6,317万円

（1,827件）
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R2年度

万円

寄附金の推移（個人）

件数 寄附金額

　子ども・子育てに関すること 5,981件 143,291千円

　福祉・保健・医療に関すること 1,189件 28,079千円

　教育・文化・スポーツに関すること 1,164件 29,081千円

　都市基盤・生活基盤に関すること 459件 9,621千円

　産業・観光に関すること 1,241件 28,554千円

　環境に関すること 929件 21,679千円

　地域社会・市民生活に関すること 235件 5,224千円

　住民自治・行財政運営に関すること 62件 1,394千円

　みんなで支える観光基金 273件 5,822千円

　文化芸術スポーツ振興基金 204件 5,344千円

　大学奨学金基金 1件 20千円

　福祉基金 13件 14千円

　令和6年能登半島地震支援（代理寄附） 19件 251千円

  （仮称）新宿町１丁目広場整備事業 229件 6,358千円

12,621件 323,779千円

24,620件 608,511千円

8件 131千円

24,628件 608,642千円
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金
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